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略　　歴

　原発性小腸癌は、全消化管腫瘍の１～２%と稀な疾患で、多くは進行期に発見され予後不良で、そ

の臨床的特徴はいまだ十分に明らかになっていない。我々は、原発性小腸癌の臨床的特徴を明らかに

するため、2002年６月から2013年８月の間に、当院及び関連施設（計11施設）で原発性小腸癌と診断

された205例を対象として、その臨床的特徴、治療成績について後方視的に検討した。

　検討の結果、空回腸癌の多くが症状出現後に進行期で発見されていた一方で、十二指腸癌はスク

リーニング目的の上部消化管内視鏡（EGD）で発見されることが少なくなかった。また、全生存期間

に対する独立した予後不良因子として、PS不良（３-４）、CEA高値、LDH高値、Alb低値、診断時有

症状、Stage Ⅲ-Ⅳが抽出された。Stage Ⅳ患者54例のうち、原発巣切除、化学療法、遠隔転移に対す

る局所治療の全てが行われた集学的治療群が10例（18.5％）で、化学療法単独群、BSC群と比べ、生

存期間は有意に長かった（集学的治療群36.9か月、化学療法群12.3か月、BSC群5.9か月）。

　本研究の結果から、検査理由に関わらず、EGDを施行する際には、十二指腸腫瘍の発見も念頭に

おき、十二指腸も注意深く観察することが望ましいと考えられた。また、進行小腸癌の予後は不良で

あったが、遠隔転移に対する局所治療も含めた集学的治療が、進行小腸癌の予後を延長する可能性が

示唆された。
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